





































































1世帯当たり 消費支出 食料品 衣類 食品ウェイト 衣類ウェイト その他ウェイト
北京 5019．8 2436．5 757．2 0．4854 0．1508 0．3638
天津 4064．1 2117．1 499．7 0．5209 0．1230 0．3561
石家荘 3621．8 1629．3 598．2 0．4499 0．1652 0．3850
太原 3409．3 1587．7 514．3 0．4657 0．1509 0．3835
フホホト 2785 1325．2 464．2 0．4758 0．1667 0．3575
藩陽 3766．2 1903 614．7 0．5053 0．1632 0．3315
大連 4613 2468．1 727．5 0．5350 0．1577 0．3073
長春 2842．2 1544．4 445．6 0．5434 0．1568 0．2998
姶爾濱 3337．5 1762．8 474．2 0．5282 0．1421 0．3297
上海 5868．1 3120．3 561．1 0．5317 0．0956 0．3726
南京 4523．9 2415．5 582．5 0．5339 0．1288 0．3373
抗州 5558．6 2774．3 665 0．4991 0．1196 0．3813
寧波 5565．8 2696．7 635．5 0．4845 0．1142 0．4013
合肥 4094 2054 490．9 0．5017 0．1199 0．3784
福州 4512．9 2613．5 411．9 0．5791 0．0913 0．3296
厘門 5663 3120．3 685．7 0．5510 0．1211 0．3279
南昌 2971．9 1746．2 323．3 0．5876 0．1088 0．3036
済南 3830．4 1823．6 511．9 0．4761 0．1336 0．3903
青島 4606．1 2416 693．7 0．5245 0．1506 0．3249
鄭州 3923．4 1816．1 583．8 0．4629 0．1488 0．3883
武漢 4058．7 2117．2 577．1 0．5216 0．1422 0．3362
長沙 4142．4 2029．9 513．4 0．4900 0．1239 0．3860
広州 7601．7 3816．3 498．1 0．5020 0．0655 0．4324
深亜 11564．3 4336．8 1185．2 0．3750 0．1025 0．5225
南寧 5055．3 2520．4 413．5 0．4986 0．0818 0．4196
海口 5801．3 3120．9 358．2 0．5380 0．0617 0．4003
成都 4502．5 2273．5 626．8 0．5049 0．1392 0．3558
重慶 4067．6 2049．9 551．9 0．5040 0．1357 0．3604
貴陽 3963．7 2187．4 442．9 0．5519 0．1117 0．3364
昆明 4278．6 2169．6 612．2 0．5071 0．1431 0．3498
西安 3766．2 1682．7 477．3 0．4468 0．1267 0．4265
蘭州 3118．2 1677 432．3 0．5378 0．1386 0．3236
西寧 2945 1566．9 419．4 0．5321 0．1424 0．3255
銀川 3540．4 1562．9 614．5 0．4414 0．1736 0．3850













































































1世帯当たり 消費＝北京1．0 食料品限界シェア 衣類限界シェア その他支出限界シェァ
北京 1．0000 0．4607 0．0590 0．4803
天津 0．7906 0．4693 0．0729 0．4578
石家荘 0．7040 0．4736 0．0797 0．4467
太原 0．6346 0．4774 0．0858 0．4368
フホホト 0．5279 0．4842 0．0967 0．4191
藩陽 0．6547 0．4763 0．0840 0．4397
大連 0．8220 0．4679 0．0706 0．4615
長春 0．5555 0．4823 0．0937 0．4240
吟爾濱 0．5942 0．4799 0．0897 0．4304
上海 1．1537 0．4554 0．0506 0．4940
南京 0．8009 0．4689 0．0721 0．4590
抗州 1．0121 0．4603 0．0583 0．4814
寧波 1．1690 0．4550 0．0498 0．4952
合肥 0．7465 0．4715 0．0762 0．4523
福州 0．8795 0．4654 0．0666 0．4680
厘門 1．1438 0．4558 0．0511 0．4931
南昌 0．5771 0．4809 0．0914 0．4277
済南 0．7571 0．4709 0．0754 0．4537
青島 0．9006 0．4646 0．0652 0．4702
鄭州 0．7834 0．4697 0．0734 0．4569
武漢 0．7161 0．4730 0．0787 0．4483
長沙 0．7875 0．4695 0．0731 0．4574
広州 1．4618 0．4467 0．0366 0．5167
深亜 2．0405 0．4345 0．0169 0．4176
南寧 0．8892 0．4650 0．0659 0．4691
海口 1．1602 0．4552 0．0502 0．4946
成都 0．8137 0．4683 0．0712 0．4605
重慶 0．7077 0．4734 0．0794 0．4472
貴陽 0．7295 0．4723 0．0776 0．4501
昆明 0．7650 0．4706 0．0748 0．4546
西安 0．6685 0．4755 0．0828 0．4417
蘭州 0．5675 0．4815 0．0924 8．4244
西寧 0．5520 0．4826 0．0941 0．3885
銀川 0．6306 0．4777 0．0862 0．4361











北京 0．9492 0．3911 1．3203
天津 0．9010 0．5926 1．2855
石家荘 1．0528 0．4826 1．1603
太原 1．0252 0．5690 1．1390
フホホト 1．0196 0．5801 1．1723
藩陽 0．9426 0．5146 1．3265
大連 0．8746 0．4474 1．5021
長春 0．8877 0．5976 1．4140
吟爾濱 0．9085 0．6314 1．3054
上海 0．8565 0．5288 1．3257
南京 0．8781 0．5599 1．3609
抗州 0．9222 0．4872 1．2628
寧波 0．9390 0．4360 1．2341
合肥 0．9397 0．6359 1．1953
福州 0．8037 0．7294 1．4199
厘門 0．8271 0．4218 1．5040
南昌 0．8185 0．8405 1．4083
済南 0．9892 0．5643 1．1624
青島 0．8857 0．4328 1．4475
鄭州 1．0147 0．4933 1．1767
武漢 0．9067 1．3336
長沙 0．9581 0．5898 1．1849
広州 0．8898 0．5586 1．1948
深亜 1．1585 0．1651 1．0500
南寧 0．9327 0．8060 1．1177
海口 0．8462 0．8135 1．2355
成都 0．9274 0．5112 1．2942
重慶 0．9394 0．5852 1．2409
貴陽 0．8558 0．6945 1．3379
昆明 0．9280 0．5228 1．2996
西安 1．0643 0．6530 1．0357
蘭州 0．8954 0．6667 1．3167
西寧 0．9070 0．6605 1．3006
銀川 1．0821 0．4967 1．1328

































































































































































































































































aゴ 0．4914 0．1344 0．3742
??
一〇．0368 一〇．0590 0．0958
そしてそのb，を利用して下式を計算することにより北京を基準としたときの限界シェアの値
が計算できた。
　また，このときの質的指数は
　　3恩・・醗
である。この式にこれらのデータを代入して35都市の質的指数を計算したものが表4であり，
グラフ化したものが図6である。質的指数の値が1よりも高ければ北京よりも消費水準が高い
状態であり（奢修品の消費の割合が大きい），それが1よりも小さければ北京の消費水準より低
いということになる。この計算結果をより見やすくするために地図に書きこんだのが図7であ
る。
　この地図でマークした都市が質的指数が1．02を超えた都市である。西安を除くとどれも沿海
部および南部に位置する都市で消費の質の高さが予想されたところである。これらの地区につ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）いては歴史的に次のような特別の配慮がなされている。
　1980　深馴など4経済特区を設置
　1984　天津，上海など14都市を開放都市に指定。海南島全体を外資投資地域に設定。
　1985　長江デルタ，珠江デルタなどを外資投資区域に指定。
（8）小島麗逸（1997）114－115ページに経済特区や外資導入開放地域の設置についての解説がなされ
　ている。
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表4　質的指数
質的指数
北京 1．0000
天津 1．0074
石家荘 1．0029
太原 1．0066
フホホト 0．9932
藩陽 0．9851
大連 0．9779
長春 0．9754
恰爾濱 0．9910
上海 1．0262
南京 0．9986
抗州 1．0173
寧波 1．0262
合肥 1．0162
福州 1．0138
厘門 0．9984
南昌 0．9950
済南 1．0147
青島 0．9865
鄭州 1．0088
武漢 0．9933
長沙 1．0171
広州 1．0666
深亜 1．0693
南寧 1．0500
海口 1．0598
成都 1．0012
重慶 1．0040
貴陽 1．0055
昆明 0．9978
西安 1．0290
蘭州 0．9900
西寧 0．9894
銀川 1．0006
ウルムチ 0．9741
この経済重点地区指定の歴史を振り返ると，なるほど今回の消費の質の高い都市の大半はこれ
らの特別に指定された地区に属している。本稿の分析で，単に耐久消費財の普及率調査などで
はなく，所得弾力性に基づいた消費の質の計測で裏づけることができた。
　中国は食料品の生産額を2000年には90年の2倍，そして2010年にはその2倍に増加しようと
　　　（9｝
している。その際の中国全体の食料品のマーケットを充実させるためには，消費の質はそれほ
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図6質的指数
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ど高くなく，かつ消化力のある都市に焦点をあてた政策をとるのも一案である。地図中でみる
限り，消費の質の高い都市は沿海部が多いので，出遅れ気味の都市の消費の向上を考えればよ
いということがいえるかもしれない。地域への特別な経済的配慮が消費の質の向上に結びつく
ことが本稿の分析から証明されたからである。
むすびにかえて
　中国の主要都市について消費の質を比較した分析はほとんど例がなかった。もちろん主要数
都市，または都市対農村という形での比較はあったものの，都市生活を中国全体で比較するも
のはあまり見かけなかった。本稿の分析結果からも，都市間比較を行うことにより消費の質を
中国全体から見た地域別に行うことが可能であることがわかった。
　この分析のメリットは，従来の中国の消費分析が商品の普及率の都市比較や大まかな全体の
比較であったのに対して，個別の都市毎の消費の質を測定することにより，違う角度から消費
水準の比較ができたことである。従来のように耐久財の普及率が消費の水準を比較する手法で
は，インフラの整備の度合，耐久財の販売のルートの整備の度合に影響を受けるので消費水準
　（9）野村シティック（1996）116ページを参照。
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図7　質的指数が1．04を超える都市
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心に奢修度を測った上での消費の質の測定であるからより精度を増した消費分析となったとい
えよう。
　今後はより費目，品目を細分化することが考えられよう。今回は，食料品，衣類，その他支
出の大きな分類で消費の質を測定したが，より正確な都市比較を行うためには小分類での消費
の質的指数の計算が必要となる。その結果として，中国全土の消費の水準，ひいては経済の状
況を詳しく知る手がかりができるであろう。
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